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最終 頁 に 続く 
(54) 【 発 明 の 名 称 】 ゲル 層 を 持つ ソフ ト な マネ キン 


(57)【 特許 請求 の 範囲 】 
【 請求 項 1 】 
人 体 の 外形 を 模 條 し た 形状 に 成形 され た 軟質 の 外皮 用 フィ ルム と 人 硬質 の コア ー 材 と の 間 
に ゲル 層 が あり 、 こ の ゲル 層 を 構成 する ゲル は 、 常 温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド Me 
有する ポリ オー ル 又 は 及び 常温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ ウレ タン 
ポリ オー ルプ レポ リマ ー と 、 常 温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ ウレ タン 
ポリ イソ シア ネー ト プレ ポリ マー と を 反応 させ て 得 ら れる ポリ ウレ タン ゲル で あっ て 、 ゲ 
ル の 柔軟 性 を 高め る 有機 分 散 媒 と し て アル キレ ン オ キサ イド の 未 端 を メト キシ や エト キシ 
で 封鎖 し た ポリ エチ レン グリ コー ル 、 ポ リプ ロ ピ レン グリ コー ル 、 両 者 の 共 重 合体 の オリ 
ゴマ ー、 プ ロ ピ レン カー ボネ ー ト な どの 環状 ポリ カー ボネ ー ト 、 高 級 ア ルコ ー ル の エス テ 
ル 化 物 の いずれ か が 30-~9 0 重量 % 含 まれ た も の で ある こと を 特徴 と する ソフ ト な マネ 
キン 。 

[ 請求 項 2 】 

人 体 の 外形 を 模 條 し た 形状 に 成形 され た 軟質 の 外皮 用 フィ ルム と 硬質 の コア ー 材 と の 間 
に 、 弾 力 性 を 有する 第 一 の ゲル 層 が あり 、 乳房 、 帆 部 お よび 腹部 な どの 人 体 の より 柔軟 な 
部 位 に 相当 する 箇所 に は 、 外皮 用 フィ ルム と 第 一 の ゲル 層 と の 間 に 、 第 一 の ゲル 層 よ り も 
より 柔軟 な 弾力 性 を 有する 第 二 の ゲ ル 層 が あり 、 こ れ ら 第 一 お よび 第 二 の ゲ ル 層 を 構成 す 
る ゲル は 、 常 温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ オー ル 又 は 及び 常温 で 液 
状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ ウレ タン ポリ オー ルプ レポ リマ ー と 、 常 温 で 液 
状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ ウレ タン ポリ イソ シア ネー ト プレ ポリ マー と を 
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反応 させ て 得 ら れる ポリ ウレ タン ゲル で あっ て 、 ゲ ル の 柔軟 性 を 高め る 有機 分 散 媒 と し て 
アル キレ ン オ キサ イド の 末端 を メト キシ や エト キシ で 封鎖 し た ポリ エチ レン グリ コー ル 、 
ポリ プロ ピレン グリ コー ル 、 両 者 の 共 重 合体 の オリ ゴマ ー、 プ ロ ピ レン カー ボネ ー ト など 
の 環状 ポリ カー ボネ ー ト 、 高 級 ア ルコ ー ル の エス テル 化物 の いずれ か が 30~90 重量 % 
含ま れ た も の で あり 、 第 一 の ゲル 層 の 2 0 % モ ジュ ラス の 値 が 第 二 の ゲ ル 層 の 2 0 % モ ジ 
ュ ラ ス の 値 よ り も 高く て 2 50~750g ン ノン cm^* の 範囲 に ある か 、 又 は 、 第 二 の ゲ ル 層 
の 2 0 % モ ジュ ラス の 値 が 第 一 の ゲル 層 の 2 0% モ ジュ ラス の 値 よ り も 低く て 50~-35 
Og fom’ の 範囲 に ある 、 人 体 に 酷似 し た 形状 と 軟組織 の 柔軟 性 を も つこ と を 特徴 と す 
る ソフ ト な マネ キン 。 

【 請求 項 3 】 

乳房 、 帆 部 お よび 腹部 な どの 人 体 の 柔軟 な 部 位 に 相当 する 箇所 に お いて コア ー 材 が 部 分 
的 に 切断 ある い は 切除 され 、 こ の 切断 ある い は 切除 部 分 に フィ ルム また は 布 が 貼 着 さ れ て 
いる こと を 特徴 と する 請求 項 1 又は 請求 項 2 の いずれ か に 記載 の ソフ ト な マネ キン 。 

【 発明 の 詳細 な 説明 】 


[0001] 

( 発明 の 属す る 技術 分 野 】 

本 発明 は 、 人体 に 良く 似 た 形状 と 弾力 性 を 有する 、 ゲ ル 層 を 持つ ソフ ト な マネ キン に 関す 
る 。 

[0002] 


【 従来 の 技術 】 

従来 の マネ キン は 、 合 成樹 脂 、 繊 維 強 化 樹脂 ある い は 紙 な どの 成形 材料 を 人 体 の 形状 に 成 
o その 形状 は 人 体 に 酷似 させ て いる が 、 和 柔軟 性 に 全く 欠け た ハー ド な マ 
ネ キ ン に 相当 する も の で あっ た 。 

e 

し か し な が ら 、 柔軟 性 の な い ハ ー ド な マネ キン は 、 例 えば 人 間 の 外形 に 酷似 する よう に 三 
次 元 的 に コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション し て 造ら れ た ブラ ジャ ー な どの 下着 を 装着 し た 
と き 、 乳 房 、 奪 部 、 腹 部 な どの 特に 軟 ら ちかい 人 体 部 分 の 形状 が 下着 に フィ ッ ト ( 形状 適合 
) し な いた め 、 そ の 下着 の 装着 に よっ て 購入 者 の ボディ ー 形 状 に どの よう に 変化 し て 形状 
が 変化 する の か 、 或 は 、 そ の 下着 が 如何 に ボディ ー に フィ ッ ト す る も の で ある の か 、 と い 
っ た 装着 時 の 真 の 良否 を 判断 する こと が で き な い と いう 問題 が 残さ れ て いた 。 
[0004] 
その た め 、 高 級 下着 を 装着 し た マネ キン か ら は 、 実 際 の 購入 者 の 軟組織 の 形状 適合 性 が 
確 に 判断 で きず 、 い ちい ち 試 着 し て ボディ ー 形 状 の 変化 や フィ ッ ト 性 の 良否 を 調べ る 必要 
が あっ た 。 け れ ど も 、 上 記 の よう な 試着 は 類 雑 で あり 、 試 着 し た 下着 は 汚れ る の で 、 商 品 
価値 を 失う と いう 事情 か ら 、 人 体 に BAL 7 WARE RIE. PEA, BEN. 南部 が 人 人 
の よう な 柔軟 性 を 持っ た ソフ ト な マネ キン の 開発 が 、 近 年 待望 され て いた 。 
[0005] 

[ 発明 が 解決 し よう と する 課題 】 

本 発明 は 上 記 の 問題 に 対処 すべ く な され た も の で 、 人 体 と ほぼ 同様 の 柔軟 性 と 弾力 性 を 有 
し 、 下 着 な ど を 装着 し た と き の ボ ディ 有 状 の 変化 や フィ ッ ト 性 の 良否 を 知る こと が で き 
る 、 新 規 な 、 ゲ ル 層 を 持つ ソフ ト な マネ キン の 提供 を 解決 課題 と する も の で ある 。 
【0006】 

【 課題 を 解決 する た め の 手 段 】 

上 記 問 題 を 解決 する た め 、 本 発明 の 請求 項 1 に 係る ソフ ト な マネ キン は 、 人 体 の 外形 を 
模 信 し た 形状 に 成形 され た 軟質 の 外皮 用 フィ ルム と 硬質 の コア ー 材 と の 間 に ゲ ル 層 が あり 
、 こ の ゲル 層 を 構成 する ゲル は 、 常 温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ オー 
ル 又 は 及び 常温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 人 鎖 を 有する ポリ ウレ タン ポリ オー ルプ レ 
ポリ マー と 、 常温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ ウレ タン ポリ イソ シア ネ 
ー ト プレ ポリ マー と を 反応 させ て 得 ら れる ポリ ウレ タン ゲル で あっ て 、 ゲ ル の 柔 較 性 を 高 
め る 有機 分 散 媒 と し て アル キレ ン オ キサ イド の 未 端 を メト キシ や エト キシ で 封鎖 し た ポリ 


m 


10 


20 


30 


50 


エチ レン グリ コー ル 、 ポ 
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グリ コー ル 、 両 者 の 共 重 合体 の オリ ゴマ ー、 プ ロビ ピ 


レン カー ボネ ー ト な どの 


環状 ポリ カー 


ボネ ー ト 、 高 級 ア ルコ ー ル の エス テル 化物 の いずれ 


か が 30~-9 0 重量 % 含 まれ た も の で ある こと を 特徴 と する も の で ある 。 


[0007] 


か か る マネ キン は 、 外 皮 上 用 フィ ルム が 軟質 で 、 該 フィ ルム と コア ー 材 と の 間 に ゲ ル 層 が あ 


る た め 、 下 着 を 装着 する 
の 変形 の 状態 か ら 下 着 の 


[0008] 


次 に 、 請 求 項 2 に 係る ソフ ト な マネ キン は 、 人 体 の 外形 を 模 信 し た 形状 に 成形 され た 胃 


E, RA 


フィ ッ ト 性 


フィ ルム と ゲル 層 が 人 体 と ほぼ 同じ よう に 変形 し 、 こ 
の 良否 や ボディ ー 形 状 の 変化 を 推測 する こと が で きる 


質 の 外皮 用 フィ ルム と 人 硬質 の コア ー 材 と の 間 に 、 弾 力 性 を 有する 第 一 の ゲル 層 が あり 、 肪 
房 、 腎 部 お よび 腹部 な どの 人 体 の より 柔軟 な 部 位 に 相当 する 人 箇所 に は 、 外皮 用 フィ ルム と 


ー の ゲル 層 と の 間 に 
り 、 こ れ ら 第 一 お よび 第 


、 第 一 の ゲル 


OT) NJ 


層 よ り も より 柔軟 な 弾力 性 を 有する 第 二 の ゲ ル 層 が あ 
を 構成 する ゲル は 、 常 温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イ 


ド 鎖 を 有する ポリ オー ル 又 は 及び 常温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ ウ 


レタ ン ポ リオ ー ル プレ ポ 


UN 


常温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ ウ 


レタ ン ポ リ イ ソ シア ネー ト プ レ ポリ マー と を 反応 させ て 得 ら れる ポリ ウレ タン ゲル で あっ 


て 、 ゲ ル の 和 柔軟 性 を 高め る 有機 分 散 媒 と し て アル キレ ン オ キサ イド の 未 端 を メト キシ や エ 


トキ シ で 封鎖 し た ポリ エ 
の オリ ゴマ ー、 プ ブロ ピ レ 


チレ ング リ 
ンカ ー ボ ネ 


コー ル 、 ポ リプ ロ ピ レン グリ コー ル 、 両 者 の 共 重 合体 
ー ト な どの 環状 ポリ カー ボネ ー ト 、 高 級 ア ルコ ー ル の 


エス テル 化物 の いずれ か 
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0 重量 % 含 まれ た も の で あり 、 第 一 の ゲル 層 の 2 0 % 


モジ ュ ラ ス の 値 が 第 二 の 


ゲル 層 の 2 


0 % モ ジュ ラス の 値 よ り も 高く て 2 50~<750g ン ブン 


cm’ の 範囲 に ある か 、 


Mlk, B= 


の ゲル 層 の 2 0 % モ ジュ ラス の 値 が 第 一 の ゲル 層 の 2 


0 % モ ジュ ラス の 値 よ り も 低く て 50 て 350g ン cm“ の 範囲 に ある 、 人 体 に 酷似 し た 


形状 と 軟組織 の 柔軟 性 を も つこ と を 特徴 と する も の で ある 。 


[0009] 


この よう な マネ キン は 、 第 一 の ゲル 層 に よっ て マネ キン 全体 が 適度 に 人 体 の 軟組織 に 酷 


似 し た 弾力 性 と 柔軟 性 を 
め て 柔軟 な 部 位 に 相当 す 


備え て お り 、 
る 箇所 は 、 


d _ pudding) の 
着 を 装着 する と 、 こ れ ら 
。 従っ て 、 こ の 変形 の 状 


よう に 和 柔軟 
ゲル 層 が あ 
態 か ら 、 人 


し か も 、 下 着 を 装着 する 乳房 、 奪 部 、 腹 部 な どの 極 
第 二 の ゲ ル 層 に よっ て あたかも プリ ン ( custar 
性 と 弾力 性 が 更に en この 箇所 に 下 
た か も 人 体 の それ ら の 部 分 と ほぼ 同じ よう に 挙動 する 
a 用 状 の 変化 や フィ 


ッ ト 性 の 良否 を 容易 に 推測 する こと が で きる 。20% モ ジュ ラス の 値 が 2 50~-750g 
cm” の 範囲 に ある 第 一 の ゲル 層 は 人 体 の 筋肉 に 良く 似 た 柔軟 性 、 弾 力 性 を 備え て お り 


、2 0 % モ ジュ ラス の 値 が 50 て 350g ン ノン cm“ の 範囲 に ある 第 二 の ゲ ル 層 は 人 体 の 乳 


房 な どの 脂肪 質 の 部 位 に 


良く 似 た 柔 


軟 性 と 弾力 性 を 備え て いる の で 、 こ の マネ キン は 下着 


を 装着 し た と き の ゲ ル 層 の 形状 変化 が 人 体 の ボディ ー 形 状 の 変化 に 極め て 似 て お り 、 ボ デ 


ィ ー 形 状 の 変化 や フィ ッ 


ト 性 の 良否 


を 一層 正 確 に 見 極め る こと が で きる 。 


[001 3] 


この よう な 有機 分 散 媒 を 含む ポリ ウレ タン ゲル は 、 ポ リオ ー ル 成分 と ポリ イソ シア ネー ト 
ee 反応 比 を 未 端 の 官能 基 の 比率 、 す な わ ち OH ン NCO の 価 で 規制 し た り 、 ア ルキ レ 


ン オ キサ イド BOUT 
た り 、 有 機 分 散 媒 の 含有 


ント 長 を 調 
量 を 調節 す 


整 し た り 、 三 次 元 ネ ットワーク の 綱目 鎖 濃度 を 調節 し 
る こと に よっ て 、 容易 に 変形 モジ ュ ラ ス の 値 が コン ト 


ロー ル さ れる 。 こ れ ら は 有機 分 散 媒 を 含ん で あたかも プリ ン 様 の 今にも 流れ 出し そう な 柔 
軟 な ポリ ウレ タン ゲル で ある に も か か わら ず 、 外 力 を 加え て これ を 除去 する と 、 変 形 し て 


いた ポリ ウレ タン ゲル が 


隣 時 の うち に 元 の 


BARC sc CSS RHE AL. 人体 の 筋肉 や 


脂肪 質 の 乳房 な どの 部 位 と 極め て 良く 似 た 変形 と 復元 挙動 を 示す 。 


[0014] 


部 位 に 相当 する 箇所 に 


お いて コア デア デー 


更に 、 請 求 項 3 に 係る ソフ ト な マネ キン は 、 乳房 、 腹 部 、 請 部 な どの 人 体 の 最も 柔軟 な 


材 が 部 分 的 に 切断 ( 切り 目 を 入れ る こと ) ある い は 切 
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除 さ れ 、 こ の 切断 ある い は 切除 部 分 に フィ ルム また は 布 が 貼 着 さ れ て いる こと も また 特徴 
と する も の で ある 。 


[0015] 
この マネ キン の よう に 、 柔軟 な 部 位 に 相当 する 箇所 に oe 材 が 部 分 的 に 切断 ある 
い は 切除 され て いる と 、 該 箇所 の ゲル 層 が 押さ れ た と き に 、 ー 材 と の 粘着 に よる 変形 


oe じ な いた め 、 よ り 一 層 柔 軟 性 が 向上 し 、 RGD 
こ は フ ィ ル ム 又 は 布 が 貼 着 さ れ て いる の で 、 ゲ ル 層 が 切断 また は 切除 部 分 か ら 硬 質 の コア 
ー 材 内 部 に し み 出 すこ と も な い 。 
[0016] 
【 発明 の 実施 の 形態 】 
以下 、 図 面 を 参照 し て 本 発明 の 具体 的 な 実施 形態 を 詳 述 する 。 
[0017] 
図 1 は 本 発明 の 一 実施 形態 に 係る ソフ ト な マネ キン を 上 半身 像 と 下半身 像 と に 分 離し て 示 
す 正 面 図 、 図 2 は 同 実施 形態 の ソフ ト な マネ キン を 上 半身 像 と 下半身 像 と に 分 離し て 示す 
背面 図 、 図 3 は 図 1 OA-B-C-D-E-F iz ls は 図 1 の G-H 線 
Cee a EUV Sel Bee 沿っ た 断面 図 、 図 6 は ソフ ト 
な マネ キン の 製造 方 法 の 説明 図 で ある 。 
[0018]】 
この 実施 形態 の ソフ ト な マネ キン は 、 図 1 及び 図 2 に 示す よう に 上 半身 像 M」 と 下半身 像 
M。 と か ら 成 る も の で 、 上 半身 像 M」 と 下半身 像 M。 を 上 下 に 結合 し て 使用 する 場合 も あ 
れ ば 、 上 半身 像 M」 と 下半身 像 M。 を 分 離し て 個別 に 使用 する 場合 も ある 。 ま た 、 ブ ラジ 
ャ ー 装 着用 と し て 上 半身 像 前 部 Mii( 図 3 参照 ) の み 、 ま た は 、 パ ンティー 装着 用 と し て 
下半身 像 背部 M。。( M5 参照 ) の み を 分 離し て 、 個 別に 使用 する 場合 も ある 。 
【0019】 
この ゲル 層 を 持つ ソフ ト な マネ キン の 上 半身 像 M」 は 、 図 3 及び 図 4 に 示す よう に 、 上 半 
身 像 前 部 M」」 と 上 半身 像 背部 M」。 を 接合 一 体 化し た も の で 、 こ れ ら は いずれ も 、 人 体 の 上 
Ba 成形 され た 軟質 の 外皮 用 フィ ルム 1 と 、 人 硬質 の 
ー 材 2 と の 間 に 、 弾 力 性 を 有する 第 一 の ゲル 層 3 を 設け た も の で ある 。 そ し て 、 上 半 
OIE, OR AO 相当 する 人 箇所 は 、 外 皮 用 フィ ルム 1 と 第 一 の ゲル 層 3 
と の 間 に 、 ー の ゲル 層 3 よ り も 柔軟 な 弾力 性 を 有する 第 二 の ゲ ル 層 4 を 更に 設け て いる 
[0020] 
上 記 の 外皮 用 フィ ルム 1 IK, BUY MPEXRAIEFEL<I100=1100kgf /cm? 
(JIS K-67 30 ) で ある 、 低 密度 また は 中 密度 ポリ エチ レン 、 エ チレ ン - 酢酸 ビ 
ニル 、 ポ リウ レタ ン 、 シ リコ ー ン な どの 厚 さ 50~<50 0 m 程 度 の 軟質 合成 樹脂 フィ ル 
ム を 、 真空 成形 や 圧 空 成形 な どの 手段 に よっ て 、 人 体 の 上 半身 前 部 又は 上 半身 背部 の 外形 
を 精巧 に 模 信 し た 形状 に 成形 し た も の で ある 。 これら の 胃 質 合成 樹脂 フィ ルム に 対し て 、 
成形 後に ウレ タン 塗料 を 塗布 し て 表面 に 5 て 3 0 um 程度 の ウレ タン 人 塗 膜 を 形成 する こと 
に より 、 人 体 の 皮膚 に 良く 似 た 手触り の 外皮 用 フィ ルム 1 に 仕上 げ る こと も で きる 。 
[0021]】 
また 、 上 記 の コア ー 材 2 は プラ スチ ッ ク の 硬質 成形 体 か ら 成 る も の で 、 マ ネ キ ン の 形状 を 
保つ た め の 実 用 的 な 強度 を 付与 する た め に 、 厚 さ が 1 ~3mm 程 度 で ある ポリ 塩化 ビニ ル 
、 ポ リス チレ ン 、 ポ リ メ テ チル メタ クリ レー ト 、 高 宏 度 ポ リエ チレ ン 、 ポ リプ ロビ ピレン 、 ポ 


リエ チレ ン テ レ フタ レー ト ( 結晶 性 、 非 晶 性 を 問わ な い ) な どの 硬質 プラ スチ ッ ク の 成形 
体 の 中 か ら 分 散剤 に 耐性 を も つも の を 選ぶ の が よい 。 そ し て 、 図 1 に 示す よう に 上 半身 像 
前 部 M」」 の コア ー 材 2 の 胸骨 部 分 に 凸 リ ブ 2 a を 形成 し た り 、 図 2 に 示す よう に 上 半身 像 


背部 M」。 の コア ー 材 2 の 肩 甲骨 と 背骨 の 部 分 に 凸 リ ブ 2 b と 凹 リ ブ 2 c を それ ぞ れ 形成 す 
る こと に よっ て 、 強度 を 高め る こと も 一 方 法 と し て 望ま し い 。 

[0022] 

この コア ー 材 2 と 上 記 の 外皮 上 用 フィ ルム 1 と の 間 に 設 けら れる 第 一 の ゲル 層 3 は 、 そ の 圧 
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縮 変 形 時 の 2 0 % モ ジュ ラス の 値 が 第 二 の ゲ ル 層 4 の 2 0 % モ ジュ ラス の 値 よ り 高 く 、2 
50-7508 ’/cem’ の 範囲 に ある こと が 好ま し い 。 こ れ に 対し 、 乳 房 な どの 柔軟 な 部 
位 に 相当 する 箇所 の 外皮 用 フィ ルム 1 と 第 一 の ゲル 層 3 と の 間 に 設 けら れる 第 二 の ゲ ル 層 
3 は 、 そ の 圧縮 変形 時 の 2 0 % モ ジュ ラス の 値 が 第 一 の ゲル 層 4 の 2 0 % モ ジュ ラス の 値 
より 低く 、50 て 350g ノ cm“ の 範囲 に ある こと が 、 人 間 科 学 的 な 肉体 の 特性 の シミ 
ュ レ ーション の 見 地 か ら 好 まし い 。 
[0023]】] 
上 記 の よう に 2 0 % モジ ュ ラ ス の 値 が 250~750g /cm’ の 範囲 に ある 第 一 の ゲル 
層 3 は 、 人 体 の 筋肉 に 良く 似 た 弾力 性 を 備え て お り 、 ま た 、2 0 % モ ジュ ラス の 値 が 5 O 
=3508/cm” の 範囲 に ある 第 二 の ゲ ル 層 4 は 、 人 体 の 乳房 な どの 脂肪 質 の 部 位 に 良 
く 似 た 柔軟 な 弾力 性 を 備え て いる の で 、 例 えば この マネ キン の 上 半身 像 M」 の バス ト の 周 
囲 に ブラ ジャ ー を 装着 する と 、 乳 房 に 相当 する 箇所 や その 周辺 箇所 の 形状 変化 が 、 ブ ラジ 
ャ ー を 装着 し た と き の 人 体 の 乳房 や その 周辺 部 分 の 変化 に 酷 公 する よう に な る 。 KOT, 
この マネ キン の 形状 変化 を 見 れ ば 、 人 体 に ブラ ジャ ー を 装着 し た と き の ボ ディ ー 形 状 の 変 
化 や 、 ブ ラジ ャ ー の フィ ッ ト 性 の 良否 な ど を 、 か な り 正 確 に 予測 する こと が で き 、 従 来 の 
ハー ド な マネ キン に 装着 し た と き に は 到底 得る こと が 出来 な か っ た リア ル な 肉質 感 が 得 ら 
れ 、 下 着 の サイ ズ 、 形状 な どの 適切 性 が 現実 の も の と し て 把握 で きる 。 
に 20 ぬる 本 】 
第 一 の ゲル 層 3 や 第 二 の ゲ ル 層 4 を 構成 する ゲル と し て は 、 ア クリ ル 系 や その 他 の ヒド ロ 
ゲル 、 シ リコ ー ン 系 ゲル 、 ポ リウ レタ ン ゲ ル な ど 、 各種 の ゲル が 使用 可能 で ある が 、 そ の 
中 で も ポリ ウレ タン ゲル が 好適 に 使用 され る 。 特に 、 常 温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 
鎖 を 有する ポリ オー ル 又 は 及び 常温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ ウレ 
タン ポリ オー ルプ レポ リマ ー と 、 常 温 で 液状 の アル キレ ン オ キサ イド 鎖 を 有する ポリ ウレ 
ダン ポリ イソ シア ネー ト プレ ポリ マー と を 反応 きせ て 得 ら れる ポリ ウレ タン ゲル で あっ て 
、 ゲ ル の 柔軟 性 を 高め る 有機 分 散 媒 を 含有 させ た も の は 、 既 述 し た よう に 、 ポ リオ ー ル 成 
分 と ポリ イソ シア ネー ト 成 分 の 反応 比 を 末端 の 官能 基 の 比率 、 す な わ ち OH ン NCO の 価 
で 規制 し た り 、 ア ルキ レン オキ サイ ド 鎖 の セグ メン ト 長 を 調節 し た り 、 三 次 元 ネ ッ ト ワ ー 
ク の 綱目 鎖 濃度 を 調節 し た り 、 有 機 分 散 媒 の 含有 量 を 調節 する こと に よっ て 、 容易 に 変形 
モジ ュ ラ ス の 値 を コン トロ ー ル で きる 利点 が あり 、 し か も 、 有 機 分 散 媒 を 含ん で 今にも 流 
動 し そう な 極め て 柔軟 お な ポリ ウレ タン ゲル で ある に も か か わら ず 、 三 次 元 ネ ットワーク の 
網目 鎖 構 造 を も つた め に 、 外 力 を 加え て これ を 除去 する と 、 変 形 し て いた ポリ ウレ タン ゲ 
ル が 瞬時 の うち (0 . 5 秒 以 内 ) に 元 の 形状 に 復元 で きる 低 モ ジュ ラス の 反 接 力 を 有 し 、 
人 体 の 筋肉 や 脂肪 質 の 部 位 と 極め て 良く 似 た 復元 挙動 を 示す 利点 が ある こと 、 お よび 、 ヒ 
ドロ ゲル の よう に 風 乾 に より ゲル か ら 分 散 媒 で ある 水 が 飛 散 し て 硬い キ セ ロ ゲル を 形成 す 
る よう な 経時 変化 が な い の で 、 最適 で ある 。 
[0025] 
有機 分 散 媒 と し て は 、 ア ルキ レン オキ サイ ド の 末端 を メト キシ や エト キシ で 封鎖 し た ポリ 
エチ レン グリ コー ル 、 ポ リプ ロ ピ レン グリ コー ル あ る い は 両者 の 共 重 合体 ( ブロ ッ ク で も 
ラン ダム で も よい ) の オリ ゴマ ー、 プ ロ ピ レン カー ボネ ー ト な どの 環状 ポリ カー ボネ ー ト 
高級 アル コー ル の エス テル 化物 な ど 、 ポ リウ レタ ン の 構成 成分 と 反応 し な い 高 沸点 の 溶 
媒 が 使用 で きる 。 
[0026]】 
か か る 有機 分 散 媒 の 含有 割合 は 30 ~90 重 量 % の 範囲 内 と する 必要 が あり 、30 重量 % 
未満 で は ポリ ウレ タン ゲル の 和 柔軟 性 が 不足 する よう に な る 。 一 方 、9 0 重量 % を 越え る と 
ゲル 化 が 困難 に な り 、 保 形 性 を 有する ポリ ウレ タン ゲル が 形成 され な く な る 。 有機 分 散 媒 
の 望ま し い 含 有 割 合 は 、 分 散 媒 の 種類 に よっ て も 異な る が 、40~<70 重 量 % で ある 。 
30-02: 9] 
この マネ キン に 用 いる 第 一 の ゲル 層 3 を 構成 する 具体 的 な ゲル と し て は 、 ポ リオ ー ル 成分 
と し て の ポリ プロ ピレン グリ コー ル ( Mw: 1500) に 対し 、 ポ リ イ ソ シア ネー ト 成分 
と し て 、 ト リ メ チ ロー ルプ ロ パ ン に ポリ プロ ピレン グリ コー ル を 付加 し て これ に へ キサ ヌメ 
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チレ ンジ イソ シア ネー ト を 反応 させ て 得 ら れ た 三 官能 の トリ イソ シア ネー ト を 、OH ン NRN 
CO の 価 が 1 . 5 と な る よう に 反応 させ た ポリ ウレ タン ゲル で あっ て 、 反 応 時 に 、 有 機 分 
散 媒 と し て テト ラ エ チレ ン オ キン シド の 両 末端 を メト キシ 基 で 封鎖 し た テト ラグ ライ ム を 6 
0 重量 % 含 有 さ せ た も の が 用 いら れる 。 ま た 、 第 二 の ゲ ル 層 4 を 構成 する ゲル と し て は 、 
上 記 の ポリ オー ル 成 分 と ポリ イソ シア ネー ト 成 分 を OH ンプ NCO が 2 . 0 と な る よう に 反 
2 反応 時 に 上 記 と 同じ 有機 分 散 媒 と し て の テト ラグ ライ ム を 65 重量 % 含 有 さ せ て 
上 た ポリ ウレ タン ゲル を 使用 し た 。 

0028) 

ー の ゲル 層 3 を 構成 する 上 記 の テト ラグ ライ ム 含 有 ポ リウ レタ ン ゲ ル は 、 そ の 圧縮 変形 
o モジ ュ ラ ス が 約 550g /cm’ で 人 体 の 筋肉 に 極め て 良く 似 た 柔軟 性 と 弾力 
性 を 有 し 、 瞬 時 (0 . 5 秒 以内 ) に 復元 で きる 反 搬 力 を 有 し て いた 。 ま た 、 第 二 の ゲ ル 層 
4 を 構成 する 上 記 の テト ラグ ライ ム 含 有 ポ リウ レタ ン ゲ ル は 、 そ の 圧縮 変形 時 の 20% モ 
ジュ ラス が 約 1 258 /cm’ で 人 体 の 脂肪 質 の 部 位 に 極め て 良く 似 た 柔軟 性 と 弾力 性 を 
有 し 、 和 柔軟 性 に 富ん で いる に も 拘ら ず 瞬 時 に 復元 で きる 低 モ ジュ ラス の 反 拉 力 を 有 し て い 
Tals 
[0029] 

尚 、 第 一 及び 第 二 の ゲ ル 層 3 , 4 を 構成 する ゲル と し て 、 有 機 分 散 媒 を 含有 させ な いで 、 
上 記 の ポリ オー ル 成 分 と ポリ イソ シア ネー ト 成 分 の OH ンプ NCO の 価 、 お よび 、 ア ルキ レ 
ン オ キサ イド 人 鎖 の セグ メン ト 長 の 調整 、 あ る い は 綱目 鎖 濃度 の 調整 に より 、 圧 縮 変 形 時 の 
20% モ ジュ ラス の 値 を それ ぞ れ 上 記 と ほぼ 同様 の 値 に 調整 し た セグ メン ト 化 ポリ ウレ タ 
ン ゲ ル を 用 いて も よい こと は 言う まで も な い 。 
[0030] 
以上 の よう な ソフ ト な マネ キン の 上 半身 像 M」 は 、 例 えば 次 の 方 法 に よっ て 製造 され る 。 
[0000-31] 
まず 、 図 6 に 示す 方 法 で 上 半身 像 前 部 M」」 を 造る 。 す な わ ち 、 図 6 (a) に 示す よう に 、 
上 半身 前 部 の 鋳型 5 に 、 予 め 人 体 の 上 半身 前 部 の 外形 を 模 信 し た 形状 に 成形 され た 軟質 の 
外皮 用 フィ ルム 1 を セッ ト する と 共に 、 予 め 成形 され た プラ スチ ッ ク 製 の 硬質 の コア ー 材 
2 を 、 ゲ ル 層 の 厚み 分 を ひか えて 外皮 用 フィ ルム 1 の 内 側 に セッ ト TS. そし て 、 図 6 ( 
b ) に 示す よう に 、 和 柔軟 な 乳房 に 相当 する 箇所 に 第 二 の ゲ ル 層 4 を 形成 する た め の 例 えば 
有機 分 散 媒 含有 ポリ ウレ タン ゲル の 材料 ( 未 反 応 の ポリ オー ル 成 分 と ポリ イソ シア ネー ト 
成分 と 有機 分 散 媒 と の 混合 物 ) を 注入 し て 加熱 硬化 させ る こと に より 第 二 の ゲ ル 層 4 を 形 
成 し 、 更 に 、 図 6 (c ) に 示す よう に 、 第 一 の ゲル 層 3 を 形成 する た め の 例 えば 有機 分 散 
媒 含 有 ポ リウ レタ ン ゲ ル の 材料 ( 未 反 応 の ポリ オー ル 成 分 と ポリ イソ シア ネー ト 成 分 と 有 
機 分 散 媒 と の 混合 物 ) を 、 コ アー 材 2 と 外皮 用 フィ ルム 1 及び 第 二 の ゲ ル 層 4 と の 間 に 注 
入 し て 加熱 硬化 させ る こと に より 第 一 の ゲル 層 3 を 形成 する 。 こ の よう に 有機 分 散 媒 を 含 
ん だ ポリ ウレ タン ゲル で 第 一 及び 第 二 の ゲ ル 層 3 , 4 を 形成 する と 、 該 ゲル の 粘着 力 に よ 
っ て 外皮 用 フィ ルム 1 や コア ー 材 2 が 粘着 一 体 化 さ れる 。 そ し て 、 図 6 Cd) に 示す よう 
に 脱 型 す る と マネ キン の 上 半身 像 前 部 M」」 が 得 ら れる 。 尚 、 外 上 友 用 の フィ ルム 1 に ウレ タ 
ン 塗 料 を 塗布 し て 表面 に ウレ タン 塗 膜 を 形成 し て 仕上 げ る こと も で きる 。 
. © 0.3.2] 
上 半身 像 前 部 M」」 の 作製 が 終わ る と 、 上 半身 背部 の 鋳型 を 用 いて 、 上 記 と 同様 に 、 予 め 上 
半身 背部 の 外形 を 模 條 し た 形状 に 成形 され た 軟質 の 外皮 用 フィ ルム と プラ スチ ッ ク 製 の 硬 
質 の コア ー 材 を セッ ト する と 共に 、 こ れ ら の 間 に 第 一 の ゲル 層 を 形成 する た め の 例 えば 有 
機 分 散 媒 含有 ポリ ウレ タン ゲル の 材料 を 注入 し て 加熱 硬化 させ る こと に より 第 一 の ゲル 層 
を 形成 し 、 腕 型 し て マネ キン の 上 半身 像 背部 M」。 を 作製 する 。 こ の と き ae 
変え て 第 一 の ゲル 層 の 人 硬 さ を 前 記 上 半身 像 前 部 M」」 の 第 ー の ゲル 層 と BS と 異な る よう に 
し て も よい 。 
[0033] 
そし て 、 こ の 上 半身 像 背部 M」。 と 上 記 の 上 半身 像 前 部 M」」 を 図 3 , 図 4 に 示す よう に 接合 
し て 合体 きせ る と 、 マ ネ キ ン の 上 半身 像 M」 が 得 ら れる 。 その 場合 、 図 4 に 示す よう に 、 
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上 半身 像 前 部 M」」 又 は 上 半身 像 背部 M」。 の いずれ か 一 方 の 外皮 用 フィ ルム 1 ( 図 4 で は 上 
半身 像 背部 M」。 の 外皮 上 用 フィ ルム 1 ) の 端 縁 を 重ね 代 1 a と し て 延 設 し て お き 、 こ の 重ね 
代 1 a を 他方 の 外皮 フィ ルム 1 の 端 部 に 重ね て 接着 する か 、 或 は 、 上 半身 像 前 部 と 上 半身 
像 背部 の 接合 箇所 に 布 や 粘着 テー プ ( 不 図示 ) を 貼る こと に よっ て 、 上 半身 像 前 部 M」」 と 
上 半身 像 背部 M」。 を 分 離し な いよ うに する こと が で きる 。 

DO) の 作り 

一 方 、 こ の マネ キン の 下半身 像 M。 も 、 図 5 に 示す よう に 下半身 像 前 部 M。」 と 下半身 像 背 
部 M。。 を 接合 一 体 化し た も の で あっ て 、 こ れ ら は いずれ も 、 人 体 の 下半身 前 部 又は 下半身 
背部 の 外形 を 模 條 し た 形状 に 成形 され た 軟質 の 外皮 用 フィ ルム 1 と 、 人 硬質 の プラ スチ ッ ク 
製 の コア ー 材 2 と の 間 に 、 弾 力 性 を 有する 第 一 の ゲル 層 3 を 設け た も の で ある 。 そ し て 、 
下半身 像 背部 M。。 の 柔軟 な 人 体 の 夏 部 に 相当 する 箇所 は 、 外 皮 用 フィ ルム 1 と 第 一 の ゲル 
層 3 と の 間 に 、 第 一 の ゲル 層 3 より も 柔軟 な 弾力 性 を 有する 第 二 の ゲ ル 層 4 を 更に 設け て 
いる 。 

[0035] 

この 下半身 像 M。 に 用 いる 外皮 用 フィ ルム 1 、 コ アー 材 2 、 第 一 の ゲル 層 3 、 第 二 の ゲ ル 
層 4 は 、 既 述 し た 上 半身 像 M」 に 用 いた も の と 同じ で あり 、 ま た 、 製 造 方 法 も 同様 で ある 
の で 、 説 明 を 省略 する 。 

[00836] 
この よう な 下半身 像 M。 に パン ティ ー 装 着 す る と 、 秦 部 に 相当 する 人 箇所 や その 周辺 箇所 の 
形状 変化 が 、 パ ンティー を 装着 し た と き の 人 体 の 秦 部 や その 周辺 部 分 の 変化 に 酷似 する の 
で 、 こ の マネ キン の 形状 変化 を 見 れ ば 、 人 体 に パン ティ ー を 装着 し た と き の ボ ディ ー 形 状 
の 変化 や 、 パ ンティー の フィ ッ ト 性 の 良否 な ど を か な り 正 確 に 予測 する こと が で きる 。 
[0037] 

以上 の 実施 形態 の マネ キン は 、 AB, BB. BREE OKAKORRKE ALIAS Mil 
に お いて コア ー 材 2 が 部 分 的 に 切断 また は 切除 され て いな い が 、 和 柔軟 な 部 位 に 相当 する 和 
所 で コア ー 材 2 を 部 分 的 に 切断 また は 切除 し 、 こ の コア ー 材 の 切断 また は 切除 部 分 に フィ 
ルム 又は 布 を 貼 着 する よう に 構成 し て も よい 。 測 、 切 断 と は 切り 目 を 入れ る こと 、 切 除 と 
は 切り 取る こと を 意味 する 。 

[0038] 

上 記 の よう に 構成 する と 、 柔 軟 な 部 位 に 相当 する 箇所 の 第 一 及び 第 二 の ゲ ル 層 3 , 4 が 押 
圧 さ れ て 変形 する と き に 、 コ アー 材 と の 粘着 に よる 変形 に 対す る 抑止 力 が 生じ な いた め 、 
より 一層 和 柔軟 性 が 向上 し て 人 体 の 脂肪 質 の 部 位 の 感触 に 近づく と いう 利点 が あり 、 し か も 
、 切 断 ま た は 切除 部 分 に は フィ ルム また は 布 が 貼 着 さ れ て いる の で 、 ゲ ル 層 3 , 4 が 切除 
部 分 か ら コ アー 材 2 内 部 に 漏れ 出す 心配 も な い 。 

[0039] 

また 、 こ の ソフ ト な マネ キン は 、 場合 に よっ て は 、 伸 縮 性 を 有する 薄い 布 ( 例え ば ボディ 
ー ス ー ツ や ボディ ー ス トッ キ ン グ 等 ) を 上 半身 像 M」 や 下半身 像 M。 に 被せ て 使用 する こ 
と も で きる 。 
[ 発明 の 効果 】 
以上 の 説明 か ら 明 ら か な よう に 、 本 発明 の ゲル 層 を 持つ ソフ ト な マネ キン は 、 人 体 の 軸 組 
織 に 似 た 柔軟 性 と 弾力 性 を 有する も の で あり 、 特 に 、 第 一 の ゲル 層 と 第 二 の ゲ ル 層 を 持つ 
マネ キン は 、 第 一 の ゲル 層 に よっ て マネ キン 全体 が 筋肉 に 似 た 弾力 性 と 柔軟 性 を 備え て お 
り 、 し か も 、 ト 下着 を 装着 する 乳房 、 腹 部 、 帳 部 な どの 極め て 柔軟 な 部 位 に 相当 する 箇所 は 
、 第 二 の ゲ ル 層 に より 更に 柔軟 性 が 高め られ て 、 ヒ ドロ ゲル の 一 種 で ある 人 体 の 脂肪 質 の 
部 位 に 似 た 柔軟 性 や 弾力 性 を 備え て いる た め 、 そ の 人 箇所 に 下着 を 装着 する と 、 こ れ ら の ゲ 
ル 層 が 人 体 と ほぼ 同じ よう な 変形 挙動 を 示し 、 あ た か も 生体 の 如き 肉質 感 を 示す の で 、 そ 
の 状態 か ら 、 人体 に 下着 を 装着 し た と き の ボ ディ ー 形 状 の 変化 や 下着 の フィ ッ ト 性 の 良否 
を 容易 に 推測 する こと が で きる 。 従っ て 、 従 来 の よう に 下着 を 試着 し て その 適合 性 を 確認 
する 必要 が な く な る 。 ま た 、 こ れ ら の ゲル 層 を 持つ ソフ ト な マネ キン は 、 人 間 工 学 に より 
精巧 に シュ ミレ ー ト され た 人 体 や 各部 位 の 模型 を も 提供 で きる 。 
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面 の 簡単 な 説明 】 
1 】 本 発明 の 一 実施 形態 に 係る ソフ ト な マネ キン を 上 半身 像 と 下半身 像 と に 分 離し て 
正面 図 で ある 。 

2 】 同 実 施 形態 の ソフ ト な マネ キン を 上 ヨ 


[に 


身 像 と 下半身 像 と に 分 離し て 示す 背 電 


3】 図 1 の A-ーB-C-D-E-F 線 に 沿っ た 断面 図 で ある 。 
4 】 M1 OG- H 線 に 沿っ た 端 部 拡大 断面 図 で ある 。 

5 】 M201 - リ ーK- 工 線 に 治っ た 断面 図 で ある 。 

6 】 ソ フト な マネ キン の 製造 方 法 の 説明 図 で ある 。 
号 の 説明 】 

マネ キン の 上 半身 像 

身 像 前 部 

上 半身 像 背部 

マネ キン の 下半身 像 

身 像 前 部 

身 像 背部 

外皮 用 フィ ルム 

コア ー 材 
第 一 の ゲル 層 
第 二 の ゲ ル 層 


1 】 【 図 2 】 
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